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第 1 報  播 種 期 に 伴 う 生 育 の 変 化
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On the Seedtime of Cirsium dipsacolepis MATSUM. 

I. Effects of Seedtimes on the Growth of Cirsium dipsacolepis MATSUM.

Takashi IIJIMA

I 緒 言

野生植物のヤマゴボウ Cir∫iumdiP∫acolepisM ATSUM･が栽培されるようになったのはま

だ新 しく̀卜5',なお明かにすべき点が多い｡筆者は生育経過から,漬物用として根を利用す

る場合の播種適期を見出す目的で栽培試験を行ったので,この結果を報告する｡なお本試験

実施に協力を得た信州大学農学部付属農場細田門美氏に深甚な謝意を表する｡

ⅠⅠ 試験材料及び方法

試験は信州大学農学部付属農場 (標高 770m)において各区 3.3平方 m,3連判として

実施 した｡3.3平方 m 当り,硫酸アンモニア 200gr,過燐酸石灰 160gr,塩化加里 80gr,

弟糞 1.2kgを全部基肥に施 し, 種子は長野県駒ヶ根市東伊那 において採種 したものを用

い,4月から10月まで毎月各月の第 1日目に播種 した｡播種量は3.3平方 m 当り 0.13dl,

畦幅 60cm の広播きとし,発芽後漸次間引いて株間 9cmx9cm とした｡

6月24日から 10月27日までの間に 1週間または 2週間おきに各区から8個体ずつ堀 り

取 り,水洗後生体について,地上部では草丈,茎長,分枝数,茎葉重を,抽苔後はさらに抽

苔率,着否数,開花数を調べ,地下部については,主根のみについてその長さ,直径,重さ

を調査 し,Jその結果を 1個体当りの値として表示 した｡なお枯葉は調査から除外 した｡

ⅠⅠⅠ 試 験 結 果

1. 地上部の生育

第 1表のごとく播種期の如何にかかわらず 10月下旬に至るまでは,日数の経過に伴い生

長は進み,草丈,茎長,分枝数の増加となって現われる｡

しか し,4,5,6月播きの生長量は 10月になると三者間に大差がなくなり最大で,7月

播きになると生長は急に衰え,8,9月播きでは更に衰える｡8,9月播きの草丈,茎業重は

4,5,6月播きに対 してそれぞれ 1/3,1/10以下で終る｡

なお第 1,2図に示すごとく,播種期の早いもの程抽苔,着否及び開花の割合は大きい｡

しか し8月 1日以後の播種では年内に抽苔せず,分枝もしない｡また 7月 1日以後の播

種では年内に着膏,開花を行わない｡

2. 地下部の生育

第2表に見られるごとく,何れの播種期のものも根の長さ,直径,重さは共に日数の径過

に伴い増進するが,10月下旬収穫時における根の大さは,4,5,6月播きのものが一番大き



第 1表 描積期に伴うヤマゴボウ地上部の生育の変化 (1個体当)

茎 長 (mm) l 分 枝 数
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播柾期は各月のそれぞれ第1日日

第 2表 招紐期に伴うヤマゴボウ地下郡の生育の変化 (1個体当)
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第 1図 各播任期におけるヤマゴボウの抽苔率,開花株歩合

と気温並びに日長との関係
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第2図 播任期の相違した場合のヤマゴ京クの着否数,

開花数の変化 (1個体当)

く,7月播きがこれにつぎ, 8月以後播きのものは極めて小さい｡ 従って8月以後播きでは

根の利用上実用性がない｡

なお根が大きくなるのはまず伸長生長が進み,ついで肥大生長が起る｡そ して根の発育最

盛期は茎葉のそれよりやや遅れる傾向がある｡(第 1表と対照)
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ⅠⅤ 考 察

本試験結果によると,地下部の生育に対 し,地上部の生育がやや先行 し,抽苔によって根

の肥大は減ずる傾向はあるが,播種期の相違に伴って地上部,地下部の生育は共にほぼ同様

な変化を示 した｡即ち地上部,地下部の生育共 4,5,6月播きが最高で,8月以後播きは極

端に低下 し,7月播きがその中問を示 した｡

抽苔率もこれらの生育とほぼ同一傾向を示 し,4,5月播きが最高で以後漸減 した｡

従って収量の点では早播き程良いわけであるが,ヤマゴボウは抽苔すると必ず主根のす入

りが行われ, 根の利用が出来なくなるから(3,4',抽苔の点をも考慮すると播種適期は極めて

限定される｡

従来の報告によると(3･4',30% 位抽苔する時期が,す入 りも此奴的少 くしかも主根生産量

の多い点から実用性が高いとされているので,この点を限界点として考察すると,本試験地

では6月下旬が播種適期となる｡

この場合の平均気温は 170-18oC,最低気温は 140-15oC,日長約 14.5時間であったが,

永井,川口氏 (1955)̀3)の下伊那地方における調査結果とほぼ一致 している｡

Ⅴ 摘 要

1. ヤマゴボウ Cir∫iumdiP∫acolepi∫M ATSUM･の根を収穫目標として信州大学農学部付

属農場において,4月から9月まで毎月播種栽培 し,10月下旬までの生育経過から播種の適

期を見出さんとして本試験を行った｡

2. 4,5,6月のそれぞれ第 1日目に播いたものは地上 ･地下部共に生育はなはだ旺盛で

抽苔率も高い｡8月 1日以後に描いたものは年内に抽苔 しないが,地上 ･地下部共に生育不

良であって根を利用する上に実用性が少い｡7月 1日播きのものはこれらの中間的な生育状

態を示すoこれによって当地における播種の適期は6月下旬であるといえる0

3･ 草丈,茎長,分枝数,並びに茎葉重は拍苔率の高い播種期のもの程大である｡

4. 根が発育するにはまず伸長生長が進み,次いで肥大生長に移る｡また根の重さが最大

に達する時期は茎葉のそれよりやや遅れる｡
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Summary

l. Theexperimentswerecarriedouttoknowtheoptlmum SeedtimeofCirsium

dip∫acolepisM ATSUM･from theprogressofitsgrowthatvariousperiodswithaview

orutilizingtheroots･SowingwasperfわrmedattheShinshuUniversityFarmseveral

timesfrom ApriltillSeptember,anditsgrowthwasrespectivelywatchedfrom June
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24tillOctober27andcomparedwithoneanother.

2. Theplantssownonthefirstdayofeverymonthfrom ApriltillJunehad

thebestgrowthorshootsandroots,andhadthelargestratioorbolting;thosesown

afterthefirstof-Augusthadnoboltingwithintheyear,andhadtheworstgrowth

orshootsandroots,sothattherootswerenotsuitablef♭rpracticaluse;andthose

sownonthefirstofJulylyingbetweenthetwogroufismentionedabove.Consequently

itisconcludedthattheoptimum seedtimeofCirsium dipsacolepisM ATSUM. inthis

districtliesinthelatterpartorJune･

3. Theplantshavingthelargestlengthorshootsorstems,numberorbranches

andweightorshootshadlargestratioorbolting･

4. Thedevelopmentorrootsinthicknessappearedslightlylaterthanthatin

length;thetimewhenthelargestweightorrootsWasindicatedcameslightlylater

thanthatorshoots.

第 2報 生育特に抽苔に及ぼす日長の影響

ⅠⅠ･EffectsofI)ayLengthontheGrowthofCir∫iumdip∫acolepi∫M ATSUM･

especiallyonitsliolting

I 緒 言

ヤマゴボウ Cir∫iumdijT∫acolepisM ATSUM･は抽苔すると根にす入 りを生ずるため,讃物

用 として根を利用する事が不可能となる｡従って播種適期を知る上に抽苔に関係の深い要因

を検討する必要があると考え,その一端として日長 との関係に主眼をおいて試験を行ったの

で,結果を報告する｡なお本試験実施に協力を得た信州大学農学部付属農場細田門美氏に深

甚な謝意を表する｡

ⅠⅠ 試験材料及び方法

本試験は第 1報と同 じ試験地において同様の栽培法により実施 した｡

短日処理試験は 1957年 5月 1日,6月 1日播種で両区共 6月 17日より8月 17日

まで,最初午後 5時から翌日午前 9時まで,その後 15日経過する毎に 30分ずつ延長 し

て,黒 ビニール及び素通 しビニ-ルの箱で被覆 し,標準区には素通 しビニール被覆区をもっ

てあてた｡

長日処理試験区は 1958年 5月 16日,6月 16日播種で 5月 26日から 7月 26日ま

で 2カ月午後 5時より午前 8時 30分まで電燈豊明を行い,別に無照明区を伴って標準区

とした｡

なおビニール箱内の気温及び照度の此故結果は第 1,2表のごとくであり,電燈照明区及

び無照明区の中央地上 30cm の所の気温を此故 した結果が第 3表のごとくであったO
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第 1表 ビニール箱内の気温比較 (oC) 第 2表 どこ-ル箱内の照度比較 (tux)

調査時間 iPM AMビニールの種類素通し(標準区)

黒 (短日処理区)

6 9 12 3 6 ビニールの種類
7.0 4.5 3.6 2.8 2.8 素 通 し (標準区)

7.0 4.5 3.8 2.8 2.8 ､ 黒 (短日処理区)

350 700

75 100

調査 1959年 3月 31日～4月 1日 調査月日 第 1表と同じ

第 3表 照明,無照明による気温比較 (oC)

PM AM
6 9 12 3 6

電燈照明(長日処理区)

無 照 明(標 準 区)

19.5 11.5 11.8 10.0 10.5

19.5 11.0 11.5 9.8 10.3

調査 1959年 5月 2日′-5月 3日

これらの結果によって本試験結果は気温の差によるものでなく,日長の差によるものと判

断される｡

短日処理試験では 8月 5日から 10月 5日まで,長日処理試験では 6月 25日から 10

月 5 日までの間に 10日または 20日経過毎に各区から 8個体ずつ堀 り取 り,水洗 した後

生体について,地上部では草丈,茎長,茎業重,抽苔,開花,地下部については主根のみに

ついて,その長さ,直径について此故調査を行った｡

ⅠⅠⅠ 試 験 結 果

1. 短 日処羊里の場合

(1) 地上部の生育 草丈及び茎長は第 4表のごとく短日区は標準区より著 しく劣った｡茎

葉重は初期に標準区の方が大であったが,10月下旬には 短日区が優った｡これは菜の枯れ

方が短日区が標準区に此 して遅れた事によるものと考えられる｡
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第 1図 短日処理がヤマゴボウの抽苔率,開花株歩合に及ぼす影響
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抽苔率,開花株歩合は第 1図のごとく,何れの播種期のものも短日区は標準区に此 して著

しく劣った｡

(2) 地下部の生育 第 5表のごとく,主根の長さ,直径,重さは共に短日区が初期にやや

劣ったが,彼期には優った｡

2. 長 日処理の場合

(1) 地上部の生育 第 6表のごとく,草丈,茎長,分枝数,茎葉重共に長日区が大を示 し

た｡ただ し,草丈,茎長は 9月下旬以後,また茎葉重は 10月下旬以後長日区がやや低下 し

た｡これは長日区が早く老化する事によるものと思われる｡

抽苔率,開花株歩合は第 2図のごとく,長日区は標準区に比 し著 しく大を示 した｡

(2) 地下部の生育 第 7表のごとく,長日処理は根の伸長肥大に対 して初期に促進的に,

後期に抑制的に作用する事を示 した｡

ⅠⅤ 考 察

本試験結果により,長日処理はヤマゴボウの抽苔を促進 し,茎葉の生育には促進的に作用

するが,根の伸長,肥大に対 しては初期に促進的に,後期に抑制的に,短日処理は抽苔に対

して著 しく抑制的に,また茎葉の生育及び根の初期生育には抑制的に,後期の根の伸長肥大
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第2図 長日処理がヤマゴボウの抽苔率,開花株歩合に及ぼす影響

には促進的に作用するものといえる｡ この事は ヤマゴボウが 長日に感応する事を示すと共

に,そのことが原因となって,弛上部,地下部の生育状態に変化を来すものと判断される｡

なおこの結果はヤマコポウの根を利用する場合,短日処理が,収量の増加及び播種適期を

長 くするのに役立つ事を示すものと思われる｡

川口,永井氏 (1958)̀1'はヤマゴボウは低温と共に長日に感応する事を報告 しているが,

日長に関 して本結果と一致する｡

Ⅴ 摘 要

1. ヤマゴボウの根を漬物用として利用する場合の播種適期を知る上の-資料 として,短



邦 4表 短日処理がヤマゴボウ地上部の生育に及ぼす影響

第 5表 短日処理がヤマゴボウの根の生育に及ぼす影響
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節 6表 長日処理がヤマゴボウ地上部の生育に及ぼす影響

第 7表 長日処牡がヤマゴボウの根の生fJ'に及ぼす形響

主根についてのみ調査
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日処理及び長日処理がヤマコボウの生育,特に抽苔に及ぼす影響について検討 した｡

2･ 長日処理は拍苔,開花を促進 し,短日処理は抑制する｡

3･ 長日処理は茎葉の生育及び根の初期生育に促進的に作用するが,後期の根の伸長,舵

大には抑制的に作用する｡短日処理は茎葉の生育及び根の初期生育には抑制的に作用するが,

後期の根の伸長肥大には促進的に作用する｡

4. 短日処理によって,根を利用するための播種適期を長 くする事が出来る｡
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Summary

l. TheeffectsofshortdayandlongdaytreatmentsonthegrowthofCir∫ium

diP∫acolepi∫M ATSUM･especiallyonitsboltingwereinvestigatedtoknowtheoptimum

seedtimeWithavieworutilizingtheroots.

2･ LongdaytreatmentpromotedtheboltingandflowerlngOftheplants,while

shortdaytreatmentrestrainedthem.

3. Longdaytreatmentpromotedthegrowthortheshootsandthatortheroots

inthebeginnlng,butrestrainedthatorthelatterinthelaterperiod･Shortday

treatmentrestrainedthegrowthortheshootsandthatortherootsinthebeginnlngI.
butpromotedthatorthelatterintheュaterperiod.

4･ Byshortdaytreatment)itispossibletoprolongtheoptimum Seedtimefor

theutilizationI)どtheroots.


